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PDF Driveは安全か？知っておくべきことすべて 



PDF Driveの使用は安全ですか？最も人気のあるPDF検索エンジンについて知っておくべきすべてのこと
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終わりのないツイート、TikTokのショートムービー、インスタント・メッセージ・プラットフォームがあふれる世界で、昔ながらの読書が決定的な復活を遂げつつあるようだ。この本の虫のようなトレンドは、間違いなく2020年の鎖国が原因ではあるが、パンデミックが発端ではない。実際、Global English Editingが2021年に発表したインフォグラフィックによると、ミレニアル世代、つまり1981年から1996年の間に生まれた人は、これまでのすべての世代の中で最も熱心な読書家であるようだ。


また、環境に配慮したさまざまな取り組みがますます盛んになっている中、新しい趣味として電子書籍に目を向ける人が増えているのも不思議ではない。しかし、利用可能なすべてのウェブサイトの中で、PDF Driveは最も人気があり、推奨される電子書籍検索エンジンのようである。


では、PDF DriveはBingやGoogleと同じくらい安全なのだろうか？それを探ってみましょう！


PDF Driveとは？

PDF Driveは無料の検索エンジン であり、 Googleのようなものだが、電子書籍のためのものである。出版された時点で、ユーザーは広告やダウンロード制限なしに、様々な言語やジャンルの8,400万冊以上の書籍にアクセスできる。このプラットフォームは、古典から学術文献、コミック、雑誌、オーディオブックまで、幅広い文学コレクションを提供している。さらに、PDF Driveは完全に無料で利用でき、事前の登録も必要ない。人気があるのもうなずけます！


PDF Driveの使い方

PDF Driveでの電子書籍の検索は簡単で便利です。本のタイトル、著者名、または本の主題を入力するだけで、検索エンジンが検索に関連する本のリストを提供します。検索結果は、ページ数、言語、出版年によって並べ替えたり、検索バーに入力した内容と一致するものだけを表示する「完全一致」を有効にすることもできます。


読書の楽しみをもっと広げましょう。洗練されたモダンな電子書籍リーダーをぜひお試しください。



詳細はこちら








特にお探しのものがない場合は、カテゴリー別にコンテンツを閲覧することもできます：フィクション＆文学、サイエンス＆リサーチ、ヘルス＆フィットネス、ビジネス＆キャリアなど。また、「エディターズ・ピック」や「モスト・ポピュラー」といったリストも用意されている。また、どうやっても気に入った本が見つからない場合は、自分で数冊アップロードすれば、「PDF Drive Hope」プログラムを通じて、いつでも他のユーザーに本のアップロードを依頼することができます。


PDF Driveは安全ですか？

ウェブサイトは "HTTPS "で始まり、SSL証明書を持っており、技術的に安全であることを意味します。しかし、それはおそらくPDF Driveの唯一の良い点であり、このサービスは、ウェブ上の他のほとんどの無料提供と同様に、ユーザーには隠れたコストがかかります。PDF Driveから書籍をダウンロードすることは安全なのだろうか？


	PDFブックに隠されたマルウェアの可能性。PDF Driveチームは、悪質な行為者からこの場所をクリーンに保とうとしているが、誰でも好きなときに本をアップロードできるという事実は、少なくともいくつかはその隙間をすり抜ける可能性があるということを意味する。幸いなことに、このサービスは各書籍のオリジナル・ソースのリンクをユーザーに提供しているので、常にそれをチェックし、何か怪しいものを見つけたらファイルをダウンロードしないようにしましょう。


	クッキーを有効にする必要がある。ウェブサイトはサインアップや個人情報の提供を強制することはありませんが、広告主があなたに関連する広告を提供するためにクッキーを使用します。



PDF Driveは合法ですか？

著作権の地雷原


PDF Driveの合法性に関して言えば、これは道徳的にグレーな領域です。このウェブサイト自体は、著作権で保護された素材をホストしておらず、PDFダウンロードを提供する他のウェブサイトへのリンクのみを提供していると述べています。しかし、PDF Driveで共有されているPDFの中には著作権法に違反しているものもあると考えられており、ユーザーは法的措置のリスクにさらされる可能性がある。PDF Driveは、著作権の重要性を認識しており、著作権所有者がその権利を侵害するコンテンツを削除する手段を提供していると強調しているが、いずれにせよ、「ダウンロード」ボタンを押す前にすべてを再確認すべきである。


とはいえ、PDFドライブは合法なのか？まあ、ダウンロードしたPDFドライブの本を読むだけで、印刷したり他の人と共有しようとしなければ、一般的には問題ないでしょう。そしていつものように、ダウンロードしようとしているPDFファイルの正当性を確認または反証するために、ソースのURLをチェックしてください。


低品質の電子書籍

一部のユーザーが疑問に思うもう一つの側面は、ダウンロード可能な書籍の品質である。ほとんどのファイルは素晴らしい品質ですが、一部の電子書籍には、ページが欠けていたり、スキャンした画像が読みにくかったりといったエラーが含まれています。これは、元のソースの品質が低いか、スキャン処理に問題がある可能性がある。


頻繁なドメイン変更

さらにもう一つの懸念材料は、ウェブサイトがpdfdrive.netからpdfdrive.comへとドメイン名を変更し、有料アカウントプランのようないくつかの機能が跡形もなく消えているという事実である。これらの措置は、ウェブサイトが以前に当局と衝突したことがあるか、または衝突を避けるために積極的に行動を起こした可能性があることを示唆している。


また、pdfdrive.toやpdfdrive.webs.nfなど、オンラインでこのサービスの他のバリエーションに出くわすこともあるが、これらのドメインがPDF Driveのオリジナルクリエイターが所有しているかどうかは分からないので、念のため公式サイトを利用するのがベストである。


PDF Driveから書籍をダウンロードする方法

PDF Driveの書籍を入手するのは、見つけるのと同じくらい簡単です。読みたい本を見つけたら、タイトルをクリックするだけです。内容をプレビューしたり、デバイスに直接ダウンロードすることができます。PDF Driveのほとんどの書籍はPDF形式で提供されていますが、その他の書籍はMOBIやePub形式、あるいはオーディオブックとしても提供されています。


ステップバイステップの手順は以下の通りです：


	PDF Driveのウェブサイトをブラウザで開きます。


	ダウンロードしたい本を検索する。本のタイトル、著者、トピックで検索できます。


	本をクリックすると、オプションが追加されたウィンドウが開きます。


	ご希望の書籍のフォーマットを選択します：PDF、ePub、MOBI、またはオーディオファイル。


	ダウンロード」をクリックし、コンピュータの「ダウンロード」フォルダに移動すると、ダウンロードした本が表示されます。



外出先で本を読むのが好きな方のために、PDF DriveはGoogle PlayでAndroid用の公式アプリも提供しています。


PDF Drive書籍の読み方

ウェブサイトから慎重に電子書籍をダウンロードするにしても、Amazon Kindleのような実績はあるが有料のPDF Driveの代替に頼るにしても、読書体験を最大限に活用するには優れたPDFビューアが必要です。


では、なぜブラウザを使うのではなく、専用のPDFリーダーを使うべきなのでしょうか？


	カスタマイズ可能なインターフェース。専用のPDFリーダーは、テキストサイズやフォントなどを調整できる、高度にカスタマイズ可能なインターフェースを提供しています。また、ほとんどのPDFリーダーは、見開き1ページまたは2ページ、フルスクリーンモード、ページフィットなどのページ表示オプションを提供しており、読書体験をさらに向上させることができます。


	検索の簡素化。専用のPDFリーダーを使用するもう一つの大きな利点は、大きなPDFブックをすばやく検索できることです。ほとんどのリーダーには高度な検索機能が搭載されており、ページ数が数百ページある書籍でも、特定の単語やフレーズ、文章を数秒で見つけることができます。


	注釈およびマークアップツール。一般的なリーダーとは異なり、専用のPDFリーダーには、蛍光ペン、アンダーライン、取り消し線、コメントボックス、しおりなど、さまざまなPDF注釈ツールが搭載されています。


ここでは、PDF Extraを使って読書の趣味を高める方法をご紹介します：


1.

 無料ダウンロード


2.ホーム画面から「開く」→「参照」と進む。





3.ページを実際のサイズに拡大したり、カスタムズーム設定で遊んだり、上のインタラクティブなリボンから好みのページ表示モードを選んだりします。





4.ホーム"の右隣にある"注釈 "タブをクリックして、ハイライトやその他の注釈を追加する。





5. Edit"（編集）でページをブックマークする。ナビゲーションが簡単になるように、一次ブックマークだけでなく二次ブックマークも追加できます。




お気に召しましたか？お得な料金プランをご覧ください。



価格をチェック








最後に

最近、PDF Driveは無料でシンプルに使用できるため、かなり話題になっていますが、すべての宣伝が正当化されるわけではありません。著作権の問題からウイルスや壊れたファイルまで、ユーザーが気をつけないと、簡単に一日が大変なことになってしまう。


また、Amazon Kindleのような合法的な（しかし有料の）代替手段は非常に好ましい選択ではあるが、それでもPDF Driveとその増え続ける電子書籍の宝庫を利用したいのであれば、以下の限りにおいて利用することができる：


	マルウェアを避けるため、本の原典を二重三重にチェックする。


	第二の防御ラインとして、バックグラウンドでウイルス対策ソフトウェアを実行する。


	印刷したり、共有したりすると、訴訟を起こされる可能性がある。



本を手にしたら（いわば）、次にできる最善の方法は、PDF Extraのような専用のPDFリーダーを使い、ページ表示モード、PDF注釈、クイック検索オプション、主ブックマークと副ブックマークを追加する機能などの便利な機能にアクセスして、読書体験をシームレスにすることです。学術研究者であれ、ビジネス・プロフェッショナルであれ、あるいは単なる熱心な本の虫であれ、優れたPDFリーダーに投資することは、様々な面で利益をもたらすでしょう！
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{0}と{1}でも利用可能

https://checkout.mobisystems.com/









×



あと少し！

ダウンロードしたファイルをクリックし、
指示に従ってインストールを完了させてください。


このファイルをクリックすると、PDF Extraのインストールが開始されます。















